




それはバリ島 (bali) であり, サンスクリット
文化が現在もわずかに痕跡を留めている｡
































委員会｣ (Oudheidkundige Commissie) の新しい




















(L’art javanais dans les de Holande et de
Java, Paris, 1926; Hindoe-Javaansche Geschiedenis,
’s-Gravenhage, 1926; Het Karmawibhangga op
Borobudur, Amsterdam, 1933)｡
2) N. J. Krom,, “Het Hindoe-Tijdperk,” Geschiedenis













i) や統治する人々 (	) の名前が
数多く記載され, 地誌や言語にも記述が及ぶ｡
なお, なぜだかクロムの有吉厳訳ではこの文献
が ｢天文学書｣ となっているが (『インドネシア
古代史』, 天理, 1985, pp. 10, 145), そのような
記述は1938年版のクロムの文章には見い出せない
(pp. 121-122)｡ いずれにしても, これは間違い
である｡ 『マンジュシュリー・ムーラカルパ』 に
占星術 (astrologie) への言及はあるが, 天文学






















6) 『マンジュシュリー・ムーラカルパ』 は, 980年
から1001年の間に天息災が中国語に訳している
(『大方廣菩薩藏文殊師利根本儀軌經』, 『大正新脩








































2, ed. T. Ganapati Sastri,








































































トではない｡ “nagna” と “bali” と “yava” がサン
スクリットであるとすれば, 意味はそれぞれ ｢裸









“!-Aryan et -Dravidien dans l’Inde,” Journal




#] (『大正新脩大藏經』 54, p. 205, b.13
割注) は, ケルン (Hendrick Kern) が “baros”
(スマトラの西海岸) に同定して (Verspreide




































































(Hendrick Kern 1833-1917)９) がこれに関心を
寄せ, 1873年に研究ノートを発表している10)｡
オランダ領東インドの諸言語を研究していたト















寺院は機能し続けた (B. W. Andaya & Y. Ishii,
“Religious Developments in Southeast Asia, c.
1500-1800,” The Cambridge History of Southeast
Asia 1, Cambridge, 1992, p. 526)｡


















G. P. Phalgunadi (trans.), The Indonesian 
, Virataparva, Delhi, 1992; Udyogaparva,




















にベンガル・アジア協会 (Asiatic Society of
Bengal) から校訂本を出した (Bibliotheca Indica
48)｡ さらに, このテキストの翻訳を出している




執筆した 『インド仏教史』 (Geschiedenis van het
Buddhisme in Indie, Haarlem, 1882) は, 直ちにヤ
コビ (Hermann Jacobi) が翻訳して (Der Buddhis-







/法華經) を訳し (London, 1884), 南条文雄
と協力して校訂本を出した (St.  !
"#"$)｡ そして, 『ジャータカ・マーラー』 (%




ヤー (J. S. Speiyer) であった (Sanskrit Syntax,
1886; &'()*+,1909)｡
10) H. Kern, “Zang XV van het -.in
Kawi,” Verspreide Geschriften IV, pp. 67-189.













































































のデワ (dewa ＜ deva) と悪玉のブタ (buta ＜

)) である｡ フリーデリッヒ (R. Friede-
桃山学院大学総合研究所紀要 第29巻第３号150
“Balische priesterwijding,” Koloniaal Tijdschrift 17,
1928, p. 481)｡
15) A. J. D. Campbell,, the Ritual Handposes of




































めに, 1925年にケルン研究所 (Kern Instituut)
がレイデンに設立され, 若い頃にケルンからサン
スクリットを学んだインド考古学の専門家フォー























(buta hulu asu) や ｢牛の頭をしたブタ｣ (buta













































20) Cambell, op. cit., loc. cit.





















ヒに始まる｡ ボン (Bonn) でラッセン (Christian
Lassen 1800-1876) からサンスクリットを学び，









loopig Verslag van het Eiland Bali,” Verhandelingen
Bataviaasch Genootschap 22, 1849)｡ この報告の第
一部は直ちに英語に翻訳された (trans. Logan,
Journal of the Indian Archipelago and Eastern Asia 3,




18) R. Friederich, “Voorloopig Verslag van het Eiland




































25) Sylvain , Sanskrit Texts from Bali, Gaekwad
Oriental Series 67, Baroda, 1933.





信じていた (Friederich, op. cit., p. 11-12)｡
やっと20世紀の20年代になって, ホーリスが始
めてこの噂を打ち消し, バリ島の人々が使う
“weda” という語は ｢秘密の呪文｣ を指すに過ぎ
ないことを明らかにした (Goris, op. cit., pp.










parikrama” を “parikarman” (礼拝) の変形と見
るが (, op. cit., p. xviii), 思いつき以上のも
のではないし, 文脈にも合わない｡ “parikrama”
の基本的な意味 ｢段階を踏んで進むこと｣ を適用
して, “veda-parikrama” は ｢ヴェーダ賛歌を次々
に唱えること｣ と解すべきであろう｡













る｡ 多くの場合, ｢動作に関与するもの｣ を特定
するのは, 名詞に付く格語尾 (vibhakti) である｡
29) ibid. p. 93: caritra 
・



















girin (法寶義林) の出版を企画した｡ 京都














































































とができる｡ ただし, 女のプダンダ (
























ファード (John Crawfurd)37) によると, ブダの
バリ島に伝わるサンスクリット文献 153
33) Cambell, op. cit., pp. 30-31.
34) T. Goudriaan & C. Hooykaas, op. cit., p. 5.
35) 小林信彦, ｢教団法 (戒律) と心掛け (戒)
日本人の気づかなかった区別 ｣, 『桃山学院大学




わっていて, 現代バリ語で “sanggah” と言い,
｢敷地内の祠｣ の意味で用いられる (J. Echols &
H. Shadily , An Indonesian-English Dictionary ,
Ithaca & London, 1989, p. 480: sanggah１ [Bali]















30) 『ラーマーヤナ』 と関連して, 第四部に入れら
れているテキストで興味深いのは, 『マハーバー

















ava) of Balinese Brah-
man Priests, Amasterdam, 1971.
32) A. A. Bake, “Java and Bali,” Journal of the Asiatic






























































46) ibid., pp. 35-70: stotra.
47) ibid., pp. 44-45: 

.





















38) Crawfurd, “The Existence of the Hindu Religion
in the Island of Bali,” Asiatick Research 13, Calcut-
ta, 1820, pp. 128-170.
39) Friederich, op. cit., p. 29.
40) 
, op. cit., pp. xiii-xiv.
41) Friederich, op. cit., loc. cit.
42) 










, op. cit., p. 76, l. 10 ～ p. 77, l.21: 
	
.





()50) を作り, 図形象徴 (yantra) を心に

































































53) シェジ (	) が 『シャクンタラー』
() のベンガル本を校訂した際に, 参照
した写本の中にこの賛歌を見つけて (, op. cit.,
p. xxix), 校訂本の注に出している (Le Recon-


























50) P. de Kat Angelino,  !"#$auf Bali, Hagen/
Darmstadt, 1923.
A. J. D. Campbell,  !"#$, the Ritual Handposes















い ｢秘密｣ (guhya) である｡ サンスクリット名詞
“tantra” を基に, “tantrism” という語が作られた｡
サンスクリットの “tantra” は動詞語根 “tan”












ホーリス (Roelof Goris 1898-1965)55) によ


































58) 高島淳, ｢ヒンドゥー文化としてのバリ｣, 『神々























ンダのクロメニー (Krommenie) に生まれて, レ
イデン大学に学び, ｢初期のジャワとバリの宗教
理論｣ について研究して，1926年に学位を取得し
た (Bijdrage tot de kennis der Oud-Javaansche en




















パサル (Den Pasar) で死んだ｡
56) インドで ｢プラーナ｣ (	
・
[	]) と








57) Goris, Bijdrage tot de Kennis der Oud-Javaan-

















































64) , op. cit., p. 35, ll. 1-14: agnistuti (＝ ibid.,
























































66) , op. cit., p. 45, ll. 18-19: pitr
・











































Religionen Indiens (Stuttgart, 1960-1963) が挙げ
られよう｡ この大著の基になった !・"#$tot het
indische denken (Antwerpen, 1948) は, 鎧淳の
行き届いた訳によって日本でもよく読まれている















(, proza-tekst en kakawin, Ban-
doeng, 1932), ジャワのサンスクリットに関する
包括的な研究成果としては Sanskrit in Indonesia
(Nagpur, 1952) がある｡
61) Gonda, “.in Indonesien,” Wiener Zeitschrift
/0&die Kunde 10"(2# 214, 1970, p. 28.







ジュル・ヴェーダ』 (yajur-veda) は, 四ヴェー























































67) ibid., p. 48: 	

68) Goris, op. ct., 1926, pp. 55-56: pran
・
awa.
